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tkにはＬの二段|]で「からい」が分離されるＲと，史にＫ，Ｎ共に三段１１
の「すっぱい」が二段[1に加わったものがｌｉ１数である。またＮの二段［１
「しおからい」「からい」が二段'1に力Ⅱわったものも然りである。以上，
複数の人によって挙げられたものだけを示したが，全体の半数を占める。
ついでながら，火３から得られた資料を，この図にあてはめると，Ａは
Ｎの二段１１に三段[Ｉ「からい」が力Ⅱわったもの，ＢはＫの二段[1に三段１１
「すっぱい」が力Ⅱわったもの，ＣはＮの一段[|に三段１１「しょっぱい」が
力Ⅱわったもの，ＤはＢと同じだけれど，その後はI〕と同じ，ＥはＡと同
じ，ＦはＫの二段[|の対と三段'１「しおからい」「からい」の対が入れ換
わるだけでＰと同じである。火３の賛料分析の際に行なった提案は，子ij1ll
も含め，有意義であったことが分かる。
まとめ
高２に対して最後に，いくつかの呈味物質を提示，どんな味がするか折
摘してもらった。子i1lllのつくものばかりではないけれど，大半が同じよう
な形容反応をするもの，まちまちで収拾がつかないもの等，多様性に?;く
む。細かな数字は意味がないので記さないが，縦理して「まとめ』とす
る。反応が肢もD1確なものから準げていこう。
「からい」ハ!『辛子と，予想〕ＤＭ，分からない人も一割JR11度いた「から
い」ラーＭ１が，まず挙げられるだろう。チョコレートは「にがい」との指
摘もあるかと忠いきや，Tlj収されているものは何でもマイルド志ｌｆｉ]のせい
か「あまい」ようである。それでも「あまい」コーヒーは飲まないようで，
全て「にがい」のである。当然ながら，ビールは皆「にがい」と言う。
一見，明確であると思われる，お茶は，「しぶい」とする人の半数に当
たる人が「にがい」とも指摘する。それ以｣二にｌ１ｉｊ題ないと思われる「すっ
ぱい」はずの悔干も，全体の２ｌｌＩｌほどが「しょっぱい」と言う。ところで
一般に「すっぱい」と言って好まれるものは，災は「あまずっぱい」こと
が多いが，その；ｉｆ染にかかわるものを挙げて象よう。
ヨーグルトは「すっぱい」の力が「あまずっぱい」より雌かに多く，「あ
まい」とする人は，いるか，いないかである．すももは「すっぱい」とす
る人の半分が「あまずっぱい」で，「あまい」がj糊えて，ほぼ同数に近づ
く。カルピスは「すっぱい」より「あまずっぱい」が少し多くなり，「あ
まい」はそれらのほぼ倍になる。「あまずっぱい」の半数が次の「あま
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い」に，次の「すっぱい」の半数が，更に次の「あまい」に移動し,「あま
い」が順次，増大すると大雑把に指摘できる。
基本的な味覚表現のrl1で股も厄介で，識別しずらい「しょっぱい」「し
おからい」「からい」の絡みに関しても整理できる。涙は大部分の人が｢し
ょっぱい」で，いないと言っても良い程の人が「しおからい」「からい」
と指摘する。糸そ(汁)では「しょっぱい」が減少するけれど，それでも
「しおからい」「からい」の３((程度いる。塩でも，まだ「しょっぱい」
が多く，その半分が「しおからい」に，更にその半分が「からい」に，順
狄，減少，分散する。
醤油は，順序から行くと「しおからい」が卿えて，と言いたいけれど
「しおからい」の分が全て「からい」に移動し，数的には「しょっぱい」
に近づく。「しおからい」と指摘する人が，いないのは何故か。ここで破
格として記すよりは，上記，お茶，梅干と並記した力が良いのかもしれな
い。海水でこそ「しおからい」が増え「しょっぱい」と同程度になり「か
らい」は，ほんの僅かである。醤油とは逆で「からい」の分が「しおから
い」に移動すると見た力が良いか。更に「しおからい」が噌えて「しょっ
ぱい」を上回り「からい」が僅かなのが塩鮭である。塩辛では更に「しお
からい」が増え，僅かに挙げられる「しょっぱい」「からい」の６倍程に
なる。
塩分は少なくなると１１味を感じるらしい。涙や，ゑそ(汁)の位置が分か
ろうというものである。塩は，精製されたマイルドな食塩の味を連想して
いるのであろう。濃度も噸し，仁がり成分も含む，天然の海水と好対照を
なす。粗塩を多量に使う塩鮭や，更に「からい」唐辛子なども使う塩辛の
位催も理解できる。そこで，灘１１１１が「しおからい」とは言い難いことも分
かるような気がする。
どれも，分からないとする人が，ひとり,ふたりいて,複雑なものを，い
くつか挙げて承よう。「からい」が絡むとも言える。酒は「あまい」が半
数近く，「からい」「にがい」を加えて鮮Ujな等差級数をなす。「あ主から
い」も僅かにいる。焼肉のたれは「あまい」「あまからい」が,ほぼ同数，
その半分が「からい」で，「しょっぱい」が更にその半分で僅かである。
佃煮は「しょっぱい」が逆に一番多く，次に「あまい」「あ主からい」「か
らい」の順で僅かずつ減少，半分ぐらいまでになる。
蔽後に，どのように形容するか楽しゑな，恐らく，単独で味わうことが
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ないだろう化学調味料に|Ｈ１して整理してゑる。予想通り「変な味」と指摘
する人も含め「分からない」とする人が多く「あまい」がその半分，Ｈ１に
その半分が「にがい」といった所である。
どの呈味物質も，各人，同様のものを想定して形容しているはずはなく，
好糸が絡んでいることは想像に雌くない。央際の言語使川の場面を採集し
ての分析ではなく，言葉の上での内省による述想形容であることを，ここ
で指摘しておく必要があろうか，『代表的塁味物質』における小４，’'’１
の「しおからい」「しょっぱい」「からい」のｌｉｌ災に関する説明や，Ｈｆｉ２１:１
身が挙げた代表的呈味物伍との対応は，いかがであろうか。
今|Ⅱ1の調査によって新しい，いくつかのことが現われ11'た。新しい試み
に関しては当然である，と思われるが,iiiilnlの大学生のini接調査の折に全て
試承られていて，予想のつくことが多い。それでも(iTI簡所か，筆致から気
づくように，新しい発見がなされている。それらに関しては，またの機会
に考察しよう。ところで，複雑になるだけなので，いちいち指摘はしなか
ったけれど「はじめにＪ記した筆者の試行を否定するような材料は，ほと
んど見つからなかった，と肴える。｜]下の所，１１１１i証されたし，ネル充Ｍ１[ら
れた，と解釈して良いのではないだろうか。
注
（１）今回の調査は，新学年の編成期にまたがって行なわれたので，学年でiiln〔す
ると違ってくるが，尖Ｈ１よ’ほぼ３年'１１１隅である。ついでながら，ｿ)女差は
なさそうなので本稿では話題としない。
（２）既に決定した艦礎味覚iWI難７項に関して，それで良いのかどうかの確認の意
味もあることは筒うまでもなかろう。
（３）中１の「しおからい」「しょっぱい」は，ひとりずつなのかもしれない。
(`l）挙げられるｆｌ洞ｌｎｊ士で包扱･重複関係があり,それらをまとめて３人以｣二とい
うことなので,正確}こは,ひとりしか挙げていないものも記されることがある。
（５）「しぶい｣は「にがい｣と同数だけれど，否定する人が多いので，後に記した。
（６）「にがい」「しおからい｣，「にがい」「からい｣，「しぶい」「からい」の対が，
尖はそれぞれ12,11,11あることを付記しておく。
（７）「あまい」分離型とか「にがい．しぶい」分離型という表現は，キイ・アウ
ト・テストからの(|『川である。
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